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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、通信技術分野に関し、信号増幅
処理方法及び装置を開示する。方法は、信号分解パラメ
ータグループに対してパラメータ値の複数のグループを
設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増
幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グループに対
応する電力増幅効率を取得する段階と、パラメータ値の
各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増
幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得する段
階と、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグル
ープを、信号分解パラメータグループのパラメータ値と
して設定する段階と、を含む。電力増幅効率は、本発明
を用いることによって向上可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得するように構成される第１の取得モジュールと、
　パラメータ値の各グループに対応する前記電力増幅効率における最大電力増幅効率に対
応するパラメータ値のグループを取得するように構成される第２の取得モジュールと、
　前記最大電力増幅効率に対応する前記パラメータ値のグループを、前記信号分解パラメ
ータグループのパラメータ値として設定するように構成される設定モジュールと、
　を備える信号増幅処理装置。
【請求項２】
　前記第１の取得モジュールは、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、
前記複数の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、前記複数の入力信号及び対応す
る分解信号を含む複数の信号グループを取得し、前記初期パラメータ値のグループに対応
する電力増幅効率を取得し、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された前記複数の信号グループの少なくとも
１つにおいて分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の前記複数の信号グループに従
って、前記信号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定し、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する
　ようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１の取得モジュールは、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サンプリングされた入力信号に
対応する瞬時電力増幅効率を取得するように構成され、
　前記第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サン
プリングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得するように構成される
、
　請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の取得モジュールは、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号増幅処理のプロセスで用い
られる期間における平均電力増幅効率を取得するように構成され、
　第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号
増幅処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得するように
構成される、
　請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された前記信号増幅処理の電力増幅電流及び
出力電力を取得し、前記電力増幅電流、前記出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧
に従って、対応する電力増幅効率を決定するように構成される、
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　請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得する段階と、
　パラメータ値の各グループに対応する前記電力増幅効率における最大電力増幅効率に対
応するパラメータ値のグループを取得する段階と、
　前記最大電力増幅効率に対応する前記パラメータ値のグループを、前記信号分解パラメ
ータグループのパラメータ値として設定する段階と、
　を備える信号増幅処理方法。
【請求項７】
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、
前記複数の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、前記複数の入力信号及び対応す
る分解信号を含む複数の信号グループを取得し、前記初期パラメータ値のグループに対応
する電力増幅効率を取得する段階と、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された前記複数の信号グループの少なくとも
１つにおいて分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の前記複数の信号グループに従
って、前記信号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定する段階と、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する段階と、
　を含む、請求項６に記載の信号増幅処理方法。
【請求項８】
　前記初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サンプリングされた入力信号に
対応する瞬時電力増幅効率を取得する段階を含み、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サン
プリングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得する段階を含む、
　請求項７に記載の信号増幅処理方法。
【請求項９】
　前記初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号増幅処理のプロセスで用い
られる期間における平均電力増幅効率を取得する段階を含み、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号
増幅処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得する段階を
含む、
　請求項７に記載の信号増幅処理方法。
【請求項１０】
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　パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された前記信号増幅処理の電力増幅電流及び
出力電力を取得し、前記電力増幅電流、前記出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧
に従って、対応する電力増幅効率を決定する段階を含む、
　請求項６に記載の信号増幅処理方法。
【請求項１１】
　プロセッサ及びメモリを備える基地局であって、
　前記プロセッサは、信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグルー
プを設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得するように構成され、
　前記プロセッサは、パラメータ値の各グループに対応する前記電力増幅効率における最
大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得し、前記パラメータ値のグルー
プを前記メモリに格納するようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記最大電力増幅効率に対応する前記パラメータ値のグループを、
前記信号分解パラメータグループとして設定するようにさらに構成される、
　基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術分野に関し、詳細には、信号増幅処理方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電力増幅器は、重要な無線周波数デバイスであり、基地局及び端末のようなデバイスに
広く適用される。概して、基地局における電力増幅器は、主に、デュアル入力電力増幅器
及び３入力電力増幅器のような多入力電力増幅器である。
【０００３】
　電力増幅器は複数の入力端を有するので、入力信号は分解される必要がある。概して、
信号分解器が、送信機に配置され、入力信号を分解するように構成される。信号分解パラ
メータは、信号分解器において設定される。概して、複数の信号分解パラメータが存在す
る。信号分解器の出力端は、電力増幅器の入力端に接続される。入力信号を分解する複数
の方式が存在する。例えば、３０ｄＢｍの信号が、例としてデュアル入力電力増幅器を用
いて出力される場合、信号は、１７ｄＢｍの無線周波数信号及び１８Ｖの電力増幅電圧を
用いることによって取得されてよい、又は、２１ｄＢｍの無線周波数信号及び７Ｖの電力
増幅電圧等を用いることによって取得されてよい。電力増幅器の最大電力増幅効率を確保
すべく、電力増幅効率が最大である場合の信号分解パラメータのパラメータ値は、前述さ
れた複数の組み合わせで決定されてよく、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグ
ループとして固定的に構成される。
【０００４】
　本発明の実装中において、発明者は、従来技術が少なくとも以下の問題を有することを
見出した。
【０００５】
　信号分解器の信号分解パラメータのパラメータ値は固定されているので、例えば、ヘテ
ロジニアスネットワークのネットワーキング方式を用いた様々なタイプの通信システムに
おける実際の適用において、基地局の電力増幅器における電界効果トランジスタ等は、外
部環境（例えば、温度）によって影響されることが多く、固定パラメータ値を用いること
によって取得される送信機の電力増幅効率は、最大とならない。その結果、電力増幅効率
は、比較的低くなる。
【発明の概要】
【０００６】
　従来技術における問題を解決すべく、本発明の実施形態は、信号増幅処理方法及び装置
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を提供する。技術的解決手段は、以下の通りである。
【０００７】
　第１の態様によれば、信号増幅処理装置が提供される。装置は、
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得するように構成される第１の取得モジュールと、
　パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増幅効率に対応す
るパラメータ値のグループを取得するように構成される第２の取得モジュールと、
　最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを、信号分解パラメータグループ
のパラメータ値として設定するように構成される設定モジュールと、
　を含む。
【０００８】
　第１の態様に関連して、第１の態様の第１の可能な実装方式において、第１の取得モジ
ュールは、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、複数
の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、複数の入力信号及び対応する分解信号を
含む複数の信号グループを取得し、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率
を取得し、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された複数の信号グループの少なくとも１つ
において分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の複数の信号グループに従って、信
号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定し、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する
　ようにさらに構成される。
【０００９】
　第１の態様の第１の可能な実装方式に関連して、第１の態様の第２の可能な実装方式に
おいて、第１の取得モジュールは、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリングされた入力信号に対応する
瞬時電力増幅効率を取得するように構成され、
　第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリ
ングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得するように構成される。
【００１０】
　第１の態様の第１の可能な実装方式に関連して、第１の態様の第３の可能な実装方式に
おいて、第１の取得モジュールは、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅処理のプロセスで用いられる期
間における平均電力増幅効率を取得するように構成され、
　第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅
処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得するように構成
される。
【００１１】
　第１の態様に関連して、第１の態様の第４の可能な実装方式において、第１の取得モジ
ュールは、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された信号増幅処理の電力増幅電流及び出力
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電力を取得し、電力増幅電流、出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧に従って、対
応する電力増幅効率を決定するように構成される。
【００１２】
　第２の態様によれば、信号増幅処理方法が提供される。方法は、
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得する段階と、
　パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増幅効率に対応す
るパラメータ値のグループを取得する段階と、
　最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを、信号分解パラメータグループ
のパラメータ値として設定する段階と、
　を含む。
【００１３】
　第２の態様に関連して、第２の態様の第１の可能な実装方式において、信号分解パラメ
ータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメータ値の各グルー
プに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グループに対応する電力
増幅効率を取得する段階は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、複数
の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、複数の入力信号及び対応する分解信号を
含む複数の信号グループを取得し、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率
を取得する段階と、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された複数の信号グループの少なくとも１つ
において分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の複数の信号グループに従って、信
号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定する段階と、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する段階と、
　を含む。
【００１４】
　第２の態様の第１の可能な実装方式に関連して、第２の態様の第２の可能な実装方式に
おいて、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する段階は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリングされた入力信号に対応する
瞬時電力増幅効率を取得する段階を含み、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する段階は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリ
ングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得する段階を含む。
【００１５】
　第２の態様の第１の可能な実装方式に関連して、第２の態様の第３の可能な実装方式に
おいて、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する段階は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅処理のプロセスで用いられる期
間における平均電力増幅効率を取得する段階を含み、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する段階は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅
処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得する段階を含む



(7) JP 2018-501736 A 2018.1.18

10

20

30

40

50

。
【００１６】
　第２の態様に関連して、第２の態様の第４の可能な実装方式において、パラメータ値の
各グループに対応する電力増幅効率を取得する段階は、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された信号増幅処理の電力増幅電流及び出力
電力を取得する段階と、
　電力増幅電流、出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧に従って、対応する電力増
幅効率を決定する段階と、
　を含む。
【００１７】
　第３の態様によれば、基地局が提供される。基地局は、プロセッサ及びメモリを含み、
　プロセッサは、信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを
設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメー
タ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得するように構成され、
　プロセッサは、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増
幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得し、パラメータ値のグループをメモリに
格納するようにさらに構成され、
　プロセッサは、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを、信号分解パラ
メータグループとして設定するようにさらに構成される。
【００１８】
　本発明の実施形態において、提供される技術的解決手段は、以下の有利な効果をもたら
す。
【００１９】
　本発明の実施形態において、パラメータ値の複数のグループは、信号分解パラメータグ
ループに対応して設定され、信号増幅処理は、パラメータ値の各グループに基づいて別個
に実行され、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率が取得される。最大電力
増幅効率に対応するパラメータ値のグループは、パラメータ値の各グループに対応する電
力増幅効率に従って取得される。信号分解パラメータは、取得されたパラメータ値に設定
される。パラメータ値の複数のグループにおける最大電力増幅効率に対応するパラメータ
値のグループは、信号分解パラメータグループのパラメータ値として設定され、これによ
り、通信システムにおける基地局の送信機の電力増幅効率は、最大値に維持される。基地
局の電力増幅器が外部環境によって影響された場合であっても、送信機の電力増幅効率は
、電力増幅効率を向上させるべく、前述の方式において、最適な状態に調整されてよい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明の実施形態における技術的解決手段をより明確に説明すべく、以下、実施形態を
説明するために必要な添付図面を簡潔に説明する。以下の説明における添付図面は、本発
明のいくつかの実施形態を示しているに過ぎず、当業者であれば、創造的努力なく、これ
らの添付図面から他の図面をさらに導出し得ることは明らかである。
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係る信号増幅処理方法のフローチャートである。
【００２２】
【図２】本発明の実施形態に係る送信機の回路接続の模式図である。
【００２３】
【図３】本発明の実施形態に係る信号分解器の模式的構造図である。
【００２４】
【図４】本発明の実施形態に係る信号増幅処理装置の模式的構造図である。
【００２５】
【図５】本発明の実施形態に係る基地局の模式的構造図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２６】
　本発明の目的、技術的解決手段、及び利点をより明確にすべく、以下、添付図面を参照
して詳細に、本発明の実装方式をさらに説明する。
【００２７】
　実施形態１
　本発明の本実施形態は、信号増幅処理方法を提供する。図１に示されるように、本発明
の本実施形態において提供される技術的解決手段は、例えば、ワイドバンド符号分割多重
アクセス（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ、ＷＣＤＭＡ（登録商標））システム、時分割同期符号分割多重アクセス（Ｔｉｍ
ｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システム、ロングタームエボリューショ
ン（Ｌｏｎｇ－Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、ＬＴＥ）システム、及びＬＴＥアドバン
スド通信システムのような、ヘテロジニアスネットワークのネットワーキング方式を用い
た様々なタイプの通信システムに適用可能される。信号増幅処理方法は、通信システムに
おける基地局の送信機によって実行されてよい。本発明の本実施形態に含まれる基地局は
、ＷＣＤＭＡ（登録商標）もしくはＴＤ－ＳＣＤＭＡシステムにおけるＮｏｄｅＢ（Ｎｏ
ｄｅ－Ｂ）であってよく、ＬＴＥシステムにおけるｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（ｅ－Ｎ
ｏｄｅＢ、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）であってよく、又は、ＬＴＥアドバンスド通信
システムにおける基地局と同様のデバイスであってよい。本発明の本実施形態に含まれる
送信機は、信号増幅器を含む任意の送信機であってよく、信号発信機能を有する。
【００２８】
　方法の処理手順は、以下のステップを含んでよい。
【００２９】
　ステップ１０１：送信機が、信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数
のグループを設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行
し、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する。
【００３０】
　ステップ１０２：送信機が、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率におけ
る最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得する。
【００３１】
　ステップ１０３：送信機が、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを、
信号分解パラメータグループのパラメータ値として設定する。
【００３２】
　本発明の本実施形態において、送信機が、信号分解パラメータグループに対してパラメ
ータ値の複数のグループを設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理
を別個に実行し、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する。送信機
は、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増幅効率に対応
するパラメータ値のグループを取得し、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグル
ープを、信号分解パラメータグループのパラメータ値として設定する。パラメータ値の複
数のグループにおける最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループは、信号分解
パラメータグループのパラメータ値として設定され、これにより、通信システムにおける
基地局の送信機の電力増幅効率は、最大値に維持される。基地局の電力増幅器が外部環境
によって影響された場合であっても、送信機の電力増幅効率は、電力増幅効率を向上させ
るべく、前述の方式において、最適な状態に調整されてよい。
【００３３】
　実施形態２
　以下、具体的な実装方式を参照して詳細に、図１に示される処理手順を説明する。内容
は、以下の通りであってよい。
【００３４】
　ステップ１０１：送信機が、信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数
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のグループを設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行
し、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する。
【００３５】
　実装中において、図２に示されるように、送信機は、信号の電力を増幅するように構成
される電力増幅器を含む。複数のタイプの電力増幅器、例えば、単入力電力増幅器及び多
入力電力増幅器（すなわち、電力増幅器の入力端が複数の信号入力ポートを備えるもの）
が存在してよい。多入力電力増幅器は単入力電力増幅器と比較して、性能において明確な
利点を有するので、送信機における電力増幅器は、概して、デュアル入力電力増幅器のよ
うな多入力電力増幅器であってよい。多入力電力増幅器に関して、多入力電力増幅器は複
数の入力ポートを有するので、入力信号を複数の分解信号に分解するために、信号分解器
を用いる必要がある。信号分解器によって入力信号を分解するプロセスは、概して、事前
設定された分解アルゴリズムを用いることによって実行される。分解アルゴリズムにおい
て、複数の信号分解パラメータ（信号分解パラメータグループと称されることがある）は
、例えば、５つの信号分解パラメータａ、ｂ、ｃ、ｄ、及びｅとして設定され、５つの信
号分解パラメータは、信号分解パラメータグループを形成してよい。分解アルゴリズムは
、信号分解パラメータグループに対して異なるパラメータ値を設定することによって調整
されてよく、これにより、複数の異なる分解信号が、入力信号から分解される。次に、分
解信号の各々は、信号増幅処理のために、入力ポートから多入力電力増幅器に入力されて
よい。
【００３６】
　信号分解器の概念図は、図３に示されるものであってよい。ＬＵＴ１及びＬＵＴ２は、
２つのルックアップテーブルであってよく、ルックアップテーブルは、実際の条件に従っ
て、ユーザによって設定されてよい。ルックアップテーブルの入力は、概して、入力信号
のエンベロープであり、異なるルックアップテーブルの内容は、異なる分解信号に対応す
る。ｇ１＝ＬＵＴ１（ｘ）及びｇ２＝ＬＵＴ２（ｘ）と仮定されてよい。ここで、ｘは入
力信号であり、ディファレンシャルモード関数ｙ（ｘ）＝ｓｑｒｔ（ｇ１（ｘ）／ｇ２（
ｘ））が定義されてよい。ディファレンシャルモード関数は、２つの入力信号の間の振幅
位相関係を含むので、ディファレンシャルモード関数は、電力増幅効率に直接関連する。
ディファレンシャルモード関数に対応するアルゴリズムは、信号分解器の信号分解アルゴ
リズムであるとみなされてよい。このように、ディファレンシャルモード関数は、複数の
信号分解パラメータを含んでよい。
【００３７】
　送信機は、多入力電力増幅器を用いて、入力信号に対する信号増幅処理を実行してよい
。具体的には、変調された信号は、入力信号として用いられてよく、信号分解器に送信さ
れる。ユーザ又は技術者は、信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数の
グループを事前設定してよく、信号分解器に対して異なるパラメータ値を別個に設定して
よい。入力信号が信号分解器に入力された後で、異なる分解信号が、信号分解器において
パラメータ値を用いることによって出力されてよく、分解信号の各々は、電力増幅器に送
信されてよい。処理された信号は、対応する電力増幅処理が実行された後で、出力される
。信号がカプラによって連結された後で、出力電力は、算出又は測定されてよい。この場
合、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率が、算出又は測定されてよい。
【００３８】
　任意に、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得すべく、複数の処理
方式が存在する。以下、任意の処理方式を提供する。これは、具体的には以下の内容、す
なわち、パラメータ値の各グループに基づいて実行された信号増幅処理の電力増幅電流及
び出力電力を取得し、電力増幅電流、出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧に従っ
て、対応する電力増幅効率を決定する段階を含む。
【００３９】
　実装中において、送信機が、信号増幅処理が実行された出力信号を取得した後で、出力
信号の出力電力及び多入力電力増幅器における現在の増幅電流が測定されてよい。多入力
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電力増幅器の電力増幅電圧は、概して、２８Ｖ又は５０Ｖのような固定値である。このよ
うに、多入力電力増幅器の直流電力は、電力増幅電流及び電力増幅電圧の製品を用いるこ
とによって算出されてよい。次に、出力電力は、パラメータ値の各グループに対応する電
力増幅効率を取得すべく、多入力電力増幅器の算出された直流電力によって除算されてよ
い。
【００４０】
　任意に、ステップ１０１の処理方式は、変更されてよい。以下、任意の処理方式を提供
する。これは、具体的には、以下のステップを含んでよい。
【００４１】
　ステップ１：信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグル
ープに基づいて、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリ
ングし、入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、入力信号及び対応する分解信号を
含む複数の信号グループを取得し、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率
を取得する。
【００４２】
　実装中において、初期パラメータ値のグループは、信号分解パラメータグループに対し
て設定されてよく、初期パラメータ値のグループは、信号分解器において設定されてよい
。概して、信号分解器の入力信号の電力は、特定の電力範囲、例えば、０ｄＢＦＳから－
３０ｄＢＦＳ内にあり、対応する電力増幅電力は、０ｄＢｍから３０ｄＢｍまでの範囲で
ある。入力信号が信号分解器に入力された後で、入力信号は、信号分解器によって分解さ
れてよい。一方、信号分解器は、０ｄＢＦＳ、－５ｄＢＦＳ、－１０ｄＢＦＳ、－１５ｄ
ＢＦＳ、－２０ｄＢＦＳ、－２５ｄＢＦＳ、及び－３０ｄＢＦＳの入力信号のような異な
る電力を有する複数の入力信号を取得すべく、入力信号をサンプリングしてよい。ここで
、サンプリングによって取得された異なる電力を有する入力信号の数は、信号分解パラメ
ータグループに含まれる信号分解パラメータの数より多い、又はこれと等しい。次に、送
信機は、入力信号の各々に対応する分解信号を別個に取得し、サンプリングによって取得
された入力信号及び入力信号に対応する分解信号のいずれか１つを用いて、信号グループ
を形成してよい。例えば、送信機における電力増幅器は、エンベロープトラッキング電力
増幅器であり、電力増幅出力信号の電力は、３０ｄＢｍであり、対応するデジタルドメイ
ン電力は、０ｄＢＦＳである。この場合、分解信号は、１７ｄＢｍの無線周波数信号及び
１８Ｖの電力増幅電圧の制御信号に対応するデジタル信号を含んでよい。従って、取得さ
れた信号グループは、［３０ｄＢｍ、（１７ｄＢｍ、１８Ｖ）］に対応するデジタル信号
グループとして表されてよい。入力信号が信号分解器によって処理された後で、送信機は
、電力増幅のために、電力増幅器の対応する入力ポートを介して、電力増幅器に分解信号
の各々を別個に入力し、分解信号がカプラによって連結された後で、出力信号を取得して
よい。この場合、出力信号の出力電力が測定されてよく、電力増幅器の電力増幅電流が測
定されてよい。送信機は、電力増幅電流及び事前設定された電力増幅電圧を用いることに
よって、電力増幅器の直流電力を算出してよく、電力増幅効率をさらに取得すべく、電力
増幅器の算出された直流電力によって、出力電力を除算してよい。ここで、電力増幅効率
は、パラメータ値のグループの対応する電力増幅効率として用いられてよい。
【００４３】
　任意に、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する処理プロセス
は、変更されてよい。以下、２つの任意の処理方式を提供する。これらは、具体的には、
以下の内容を含む。
【００４４】
　方式１：信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループ
に基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリングされた入力信号に
対応する瞬時電力増幅効率を取得する。
【００４５】
　実装中において、入力信号の各々に対応する瞬時電力増幅効率が取得されてよい。具体
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的には、送信機における信号分解器によって用いられる信号分解パラメータグループは、
初期パラメータ値のグループを有してよい。送信機は、対応するプロセッサを用いること
によって、入力信号に対してＤＰＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｐｒｅ－Ｄｉｓｔｏｒｔｉｏｎ、
デジタルプリディストーション）キャリブレーション又はプリディストーション処理を実
行し、次に、信号増幅処理を実行してよい。前述の方式における出力信号は、ＤＰＤキャ
リブレーション又はプリディストーション処理が実行されなかった入力信号と同じである
。この場合、１つ又は複数の入力信号に対応する１つ又は複数の瞬時電力増幅効率が測定
されてよく、電力増幅器の瞬時電力増幅電流が測定されてよい。さらに、入力信号の各々
に対応する瞬時電力増幅効率が、事前設定された電力増幅電圧を用いることによって取得
される。
【００４６】
　方式２：信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループ
に基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅処理のプロセスで用い
られる期間における平均電力増幅効率を取得する。
【００４７】
　実装中において、パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する処理手順
を単純化すべく、信号増幅処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率が
取得されてもよい。具体的には、技術者は、送信機における信号分解器によって用いられ
る信号分解パラメータグループに対して、初期パラメータ値のグループを設定してよい。
送信機は、分解信号に対して信号増幅処理をさらに実行すべく、初期パラメータ値を付与
された信号分解器を用いることによって、入力信号を分解してよい。次に、信号増幅処理
のプロセスで用いられる期間におけるパラメータ値の各グループの平均電力増幅効率を算
出すべく、信号増幅処理のプロセスで用いられる期間における電力増幅器の平均電力増幅
電流及び平均出力電力が測定される。
【００４８】
　ステップ２：パターン検索アルゴリズムに従って、取得された信号グループの少なくと
も１つにおいて分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の複数の信号グループに従っ
て、信号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定する。
【００４９】
　実装中において、送信機が複数の信号グループを取得した後で、複数の信号グループは
、パターン検索アルゴリズム等を用いることによって、調整されてよい。具体的には、例
としてディファレンシャルモード関数を用いて、信号グループがそれぞれ（ｘ０，ｙ０）
、（ｘ１，ｙ１）、及び（ｘ２，ｙ２）であると仮定する。ここで、ｘ０、ｘ１、及びｘ
２は、異なる電力の入力信号を表し、ｙ０、ｙ１、及びｙ２は、分解信号を表す。信号グ
ループは、パターン検索アルゴリズムを用いることによって調整され、調整の後で取得さ
れた信号グループは、（ｘ０，ｙ０＋ｄ）、（ｘ１，ｙ１）、及び（ｘ２，ｙ２）、（ｘ
０，ｙ０－ｄ）、（ｘ１，ｙ１）、及び（ｘ２，ｙ２）、（ｘ０，ｙ０）、（ｘ１，ｙ１
＋ｄ）、及び（ｘ２，ｙ２）、（ｘ０，ｙ０）、（ｘ１，ｙ１－ｄ）、及び（ｘ２，ｙ２
）、（ｘ０，ｙ０）、（ｘ１，ｙ１）、及び（ｘ２，ｙ２＋ｄ）、（ｘ０，ｙ０）、（ｘ
１，ｙ１）、及び（ｘ２，ｙ２－ｄ）等であってよい。ここで、ｄは、分解信号が調整さ
れた場合のステップであってよく、ｄの値は、実際の条件に従って、ユーザによって設定
されてよい。このように、複数の信号グループがパターン検索アルゴリズムを用いること
によって調整された後で、（ｘ０，ｙ０＋ｄ）、（ｘ１，ｙ１）、及び（ｘ２，ｙ２）の
ような調整後の複数の信号グループが取得されてよい。複数の信号グループ及びディファ
レンシャルモード関数に対応するアルゴリズムを用いることによって、複数の式を含む式
のセットが取得され、当該式のセットを解くことによって、パラメータ値のグループが取
得されてよい。従って、例は、６回の調整を含み、パラメータ値の１つのグループは、各
調整後に取得された信号グループを用いることによる算出を通して取得されてよい。この
ように、パラメータ値の６つのグループが取得されてよい。
【００５０】
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　ステップ３：パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に
実行し、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する。
【００５１】
　実装中において、ステップ２において取得されたパラメータ値の複数のグループは、信
号分解器において連続的に設定されてよい。送信機は、信号分解のために、入力信号を信
号分解器に送信してよく、次に、分解信号は、電力増幅のために、電力増幅器に入力され
る。増幅された分解信号がカプラによって連結された後で、パラメータ値の各グループに
対応する電力増幅効率は、電力増幅効率を算出するために、前述の方法を用いることによ
って算出されてよい。具体的な処理方式に関しては、上述の関連内容を参照するものとし
、詳細は、本明細書において再度説明されない。
【００５２】
　任意に、方式１の場合では、ステップ３の処理方式は、以下の内容、すなわち、パラメ
ータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値
の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリングされ
た入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得する段階を含んでよい。
【００５３】
　実装中において、取得されたパラメータ値の複数のグループにおけるパラメータ値の任
意のグループに対して、送信機は、複数のサンプリングされた入力信号の入力信号に対応
する瞬時電力増幅効率を取得してよい、又は、複数のサンプリングされた入力信号の各々
に対応する電力増幅効率を別個に取得してよい。関連する処理プロセスに関しては、関連
する内容を参照するものとし、詳細は、本明細書において再度説明されない。
【００５４】
　任意に、方式２の場合では、ステップ３の処理方式は、以下の内容、すなわち、パラメ
ータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値
の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅処理のプ
ロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得する段階を含んでよい。
【００５５】
　実装中において、取得されたパラメータ値の複数のグループにおけるパラメータ値の任
意のグループに対して、信号増幅処理が実行された後で、信号増幅処理のプロセスで用い
られる期間における、パラメータ値のグループに対応する平均電力増幅効率が、取得され
てよい。関連する処理プロセスに関しては、関連する内容を参照するものとし、詳細は、
本明細書において再度説明されない。平均電力増幅効率が算出される場合、平均出力電力
が安定したときに出力信号の平均出力電力が測定され、パラメータ値の各グループに対応
する平均出力電力は、同じであることに留意されたい。パラメータ値のグループに対応す
る平均出力電力がパラメータ値の他のグループに対応する平均出力電力と異なる場合、平
均出力電力を取得すべく、信号増幅処理のプロセスが、パラメータ値のグループを用いる
ことによって、再度実行される。判定プロセスは、パラメータ値のグループに対応する平
均出力電力がパラメータ値の他のグループに対応する平均出力電力と同じになるまで続け
られる。
【００５６】
　パラメータ値の各グループに対応する平均電力増幅効率、平均出力電力及び出力信号を
安定に保つ必要がある場合、パラメータ値の各グループに対応する平均出力電力を同じに
保つことが必要であることが理解されよう。実験室条件下では、要件は満たされることが
ある。しかしながら、実際の適用において、入力信号及び／又は出力信号は、実際のサー
ビス信号であり、要件を満たすことは難しい。しかしながら、瞬時電力増幅効率の場合、
出力電力及び電力増幅電流はリアルタイムに測定されるので、要件は緩和されてよい。さ
らに、信号収束速度も、より速くなる。
【００５７】
　ステップ１０２：送信機は、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率におけ
る最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得する。
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【００５８】
　実装中において、送信機は、前述の方式における算出を通して、パラメータ値の各グル
ープに対応する電力増幅効率を取得してよい。送信機は、最大電力増幅効率を見出すべく
電力増幅効率を比較し、次に、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを決
定してよい。
【００５９】
　方式１の場合、例えば、調整後の信号グループは、（ｘ０，ｙ０＋ｄ）、（ｘ１，ｙ１
）、及び（ｘ２，ｙ２）であってよい。パラメータ値のグループは、ディファレンシャル
モード関数を用いることによって算出される。送信機は、信号分解器においてパラメータ
値のグループを設定してよく、次に、入力信号がｘ０である場合、電力増幅効率Ｐ１を取
得すべく、信号増幅処理が、入力信号に対して実行される。規定された初期パラメータ値
のグループの場合、入力信号がｘ０である場合、電力増幅効率はＰ０である。Ｐ１がＰ０
より大きい場合、送信機は、パターン検索アルゴリズムに従って、例えば、信号グループ
における（ｘ０，ｙ０＋２ｄ）、（ｘ１，ｙ１）、及び（ｘ２，ｙ２）の分解信号を調整
し続け、入力信号がｘ０である場合、電力増幅効率Ｐ２を取得すべく、当該プロセスを実
行し続ける。Ｐ１がＰ２より大きい場合、送信機は、入力信号がｘ０である場合の最大電
力増幅効率がＰ１、対応する信号グループが（ｘ０，ｙ０＋ｄ）であると決定してよい。
送信機は、入力信号がｘ１又はｘ２である場合の最大電力増幅効率を、同じ処理方式で決
定し続け、ｘ１及びｘ２に対応する信号グループ、例えば、（ｘ１，ｙ１＋２ｄ）及び（
ｘ２，ｙ２－ｄ）を別個に決定してよい。送信機は、信号グループ（ｘ０，ｙ０＋ｄ）、
（ｘ１，ｙ１＋２ｄ）、及び（ｘ２，ｙ２－ｄ）ならびにディファレンシャルモード関数
を用いることによって、パラメータ値のグループを算出してよい。
【００６０】
　方式２の場合、送信機は、平均電力増幅効率の最大値を取得すべく、パラメータ値の各
グループに対応する平均電力増幅効率を検索してよく、最大値に対応するパラメータ値の
グループを取得してよい。
【００６１】
　ステップ１０３：送信機は、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを、
信号分解パラメータグループのパラメータ値として設定する。
【００６２】
　実装中において、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得した後で
、送信機は、パラメータ値を信号分解器に設定してよい。さらに、送信機は、パラメータ
値のグループを用いることによって、信号増幅処理を実行してよい。次に、送信機は、現
在用いられているパラメータ値のグループに基づいて、入力信号に対してステップ１０１
からステップ１０３の処理プロセスを実行し続けてよい。
【００６３】
　本発明の本実施形態において、パラメータ値の複数のグループは、信号分解パラメータ
グループに対して設定され、信号増幅処理は、パラメータ値の各グループに基づいて実行
され、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率が取得される。パラメータ値の
各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増幅効率に対応するパラメータ値の
グループが取得され、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループが、信号分解
パラメータグループのパラメータ値として設定される。パラメータ値の複数のグループに
おいて、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループは、信号分解パラメータグ
ループのパラメータ値として設定され、これにより、通信システムにおける基地局の送信
機の電力増幅効率は、最大値に維持される。基地局の電力増幅器が外部環境によって影響
された場合であっても、送信機の電力増幅効率は、電力増幅効率を向上させるべく、前述
の方式において、最適な状態に調整されてよい。
【００６４】
　実施形態３
　同じ技術的概念に基づいて、本発明の本実施形態は、信号増幅処理装置をさらに提供す
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る。装置は、例えば、ワイドバンド符号分割多重アクセスシステム、時分割同期符号分割
多重アクセスシステム、ロングタームエボリューションシステム、及びＬＴＥアドバンス
ド通信システムのような、ヘテロジニアスネットワークのネットワーキング方式を用いた
様々なタイプの通信システムに適用されてよい。装置は、通信システムでの基地局におい
て、信号発信機能を有する送信機等として用いられてよい。装置は、信号増幅及び信号発
信の機能を実装することを必要とする任意の装置として用いられてもよい。図４に示され
るように、装置は、
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得するように構成される第１の取得モジュール４１０と、
　パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増幅効率に対応す
るパラメータ値のグループを取得するように構成される第２の取得モジュール４２０と、
　最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを、信号分解パラメータグループ
のパラメータ値として設定するように構成される設定モジュール４３０と、
　を含む。
【００６５】
　任意に、第１の取得モジュール４１０は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、複数
の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、複数の入力信号及び対応する分解信号を
含む複数の信号グループを取得し、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率
を取得し、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された複数の信号グループの少なくとも１つ
において分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の複数の信号グループに従って、信
号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定し、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する
　ようにさらに構成される。
【００６６】
　任意に、第１の取得モジュール４１０は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリングされた入力信号に対応する
瞬時電力増幅効率を取得するように構成され、
　第１の取得モジュール４１０は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリ
ングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得するように構成される。
【００６７】
　任意に、第１の取得モジュール４１０は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅処理のプロセスで用いられる期
間における平均電力増幅効率を取得するように構成され、
　第１の取得モジュール４１０は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅
処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得するように構成
される。
【００６８】
　任意に、第１の取得モジュール４１０は、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された信号増幅処理の電力増幅電流及び出力
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電力を取得し、電力増幅電流、出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧に従って、対
応する電力増幅効率を決定するように構成される。
【００６９】
　本発明の本実施形態において、パラメータ値の複数のグループは、信号分解パラメータ
グループに対して設定され、信号増幅処理は、パラメータ値の各グループに基づいて別個
に実行され、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率が取得される。パラメー
タ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増幅効率に対応するパラメー
タ値のグループが取得され、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループが、信
号分解パラメータグループのパラメータ値として設定される。パラメータ値の複数のグル
ープにおいて、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループは、信号分解パラメ
ータグループのパラメータ値として設定され、これにより、通信システムにおける基地局
の送信機の電力増幅効率は、最大値に維持される。基地局の電力増幅器が外部環境によっ
て影響された場合であっても、送信機の電力増幅効率は、電力増幅効率を向上させるべく
、前述の方式において、最適な状態に調整されてよい。
【００７０】
　本実施形態において提供される信号増幅処理装置が信号増幅処理を実行する場合、機能
モジュールの分割は、説明のための例として用いられているに過ぎないことに留意された
い。実際の適用において、機能は、必要に従って、異なる機能モジュールに割り当てられ
てよく、これらによって実装されてよい。すなわち、送信機の内部構造は、異なる機能モ
ジュールに分割され、上述された機能の全て又はいくつかを実装する。さらに、本実施形
態における信号増幅処理装置は、信号増幅処理方法の実施形態と同じ概念に属する。具体
的な実装プロセスに関しては、方法の実施形態を参照するものとし、詳細は、本明細書に
おいて再度説明されない。
【００７１】
　実施形態４
　図５を参照すると、図５は、本発明の本実施形態に係る基地局の模式的構造図である。
基地局は、前述された実施形態における信号増幅処理方法を実装するために用いられてよ
い。基地局は、ヘテロジニアスネットワークのネットワーキング方式を用いた、様々なタ
イプの通信システムにおける基地局であってよい。様々なタイプの通信システムは、ワイ
ドバンド符号分割多重アクセスシステム、時分割同期符号分割多重アクセスシステム、ロ
ングタームエボリューションシステム、ＬＴＥアドバンスド通信システム等であってよい
。具体的には、
　基地局は、受信機５１０と、プロセッサ５２０と、送信機５３０と、メモリ５４０とを
含む。ここで、受信機５１０、送信機５３０、及びメモリ５４０は、プロセッサ５２０に
別個に接続され、
　プロセッサ５２０は、信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグル
ープを設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パ
ラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得するように構成され、
　プロセッサ５２０は、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大
電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得し、パラメータ値のグループをメ
モリ５４０に格納するようにさらに構成され、
　プロセッサ５２０は、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを、信号分
解パラメータグループのパラメータ値として設定するようにさらに構成される。
【００７２】
　任意に、プロセッサ５２０は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、複数
の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、複数の入力信号及び対応する分解信号を
含む複数の信号グループを取得し、初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率
を取得し、
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　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された複数の信号グループの少なくとも１つ
において分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の複数の信号グループに従って、信
号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定し、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する
　ように構成される。
【００７３】
　任意に、プロセッサ５２０は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリングされた入力信号に対応する
瞬時電力増幅効率を取得するように構成され、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、サンプリ
ングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得するように構成される。
【００７４】
　任意に、プロセッサ５２０は、
　信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基づい
て、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅処理のプロセスで用いられる期
間における平均電力増幅効率を取得するように構成され、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、信号増幅
処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得するように構成
される。
【００７５】
　任意に、プロセッサ５２０は、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された信号増幅処理の電力増幅電流及び出力
電力を取得し、電力増幅電流、出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧に従って、対
応する電力増幅効率を決定するように構成される。
【００７６】
　本発明の本実施形態において、パラメータ値の複数のグループは、信号分解パラメータ
グループに対して設定され、信号増幅処理は、パラメータ値の各グループに基づいて別個
に実行され、パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率が取得される。パラメー
タ値の各グループに対応する電力増幅効率における最大電力増幅効率に対応するパラメー
タ値のグループが取得され、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループが、信
号分解パラメータグループのパラメータ値として設定される。パラメータ値の複数のグル
ープにおいて、最大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループは、信号分解パラメ
ータグループのパラメータ値として設定され、これにより、通信システムにおける基地局
の送信機の電力増幅効率は、最大値に維持される。基地局の電力増幅器が外部環境によっ
て影響された場合であっても、送信機の電力増幅効率は、電力増幅効率を向上させるべく
、前述の方式において、最適な状態に調整されてよい。
【００７７】
　当業者であれば、実施形態のステップの全て又はいくつかは、ハードウェアまたは関連
するハードウェアに命令するプログラムによって実装されてもよいことを理解しよう。プ
ログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に格納されてよい。記憶媒体は、リードオンリメ
モリ、磁気ディスク、又は光ディスクを含んでよい。
【００７８】
　前述の説明は、本発明の実施形態の例に過ぎず、本発明を限定することを意図するもの
ではない。本発明の趣旨及び原則から逸脱することなくなされたあらゆる変更、均等置換
、及び改良は、本発明の保護範囲に属するものとする。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月21日(2017.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得するように構成される第１の取得モジュールと、
　パラメータ値の各グループに対応する前記電力増幅効率における最大電力増幅効率に対
応するパラメータ値のグループを取得するように構成される第２の取得モジュールと、
　前記最大電力増幅効率に対応する前記パラメータ値のグループを、前記信号分解パラメ
ータグループのパラメータ値として設定するように構成される設定モジュールと、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記第１の取得モジュールは、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、
前記複数の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、前記複数の入力信号及び対応す
る分解信号を含む複数の信号グループを取得し、前記初期パラメータ値のグループに対応
する電力増幅効率を取得し、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された前記複数の信号グループの少なくとも
１つにおいて分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の前記複数の信号グループに従
って、前記信号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定し、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する
　ようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１の取得モジュールは、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サンプリングされた入力信号に
対応する瞬時電力増幅効率を取得するように構成され、
　前記第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サン
プリングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得するように構成される
、
　請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の取得モジュールは、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号増幅処理のプロセスで用い
られる期間における平均電力増幅効率を取得するように構成され、
　第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号
増幅処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得するように
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構成される、
　請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の取得モジュールは、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された前記信号増幅処理の電力増幅電流及び
出力電力を取得し、前記電力増幅電流、前記出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧
に従って、対応する電力増幅効率を決定するように構成される、
　請求項１から４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記装置は、基地局における送信機である、請求項１から５のいずれか１項に記載の装
置。
【請求項７】
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得する段階と、
　パラメータ値の各グループに対応する前記電力増幅効率における最大電力増幅効率に対
応するパラメータ値のグループを取得する段階と、
　前記最大電力増幅効率に対応する前記パラメータ値のグループを、前記信号分解パラメ
ータグループのパラメータ値として設定する段階と、
　を備える信号増幅処理方法。
【請求項８】
　信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグループを設定し、パラメ
ータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラメータ値の各グルー
プに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、
前記複数の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、前記複数の入力信号及び対応す
る分解信号を含む複数の信号グループを取得し、前記初期パラメータ値のグループに対応
する電力増幅効率を取得する段階と、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された前記複数の信号グループの少なくとも
１つにおいて分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の前記複数の信号グループに従
って、前記信号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定する段階と、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する段階と、
　を含む、請求項７に記載の信号増幅処理方法。
【請求項９】
　前記初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サンプリングされた入力信号に
対応する瞬時電力増幅効率を取得する段階を含み、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サン
プリングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得する段階を含む、
　請求項８に記載の信号増幅処理方法。
【請求項１０】
　前記初期パラメータ値のグループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号増幅処理のプロセスで用い
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られる期間における平均電力増幅効率を取得する段階を含み、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号
増幅処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得する段階を
含む、
　請求項８に記載の信号増幅処理方法。
【請求項１１】
　パラメータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する前記段階は、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された前記信号増幅処理の電力増幅電流及び
出力電力を取得し、前記電力増幅電流、前記出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧
に従って、対応する電力増幅効率を決定する段階を含む、
　請求項７から１０のいずれか１項に記載の信号増幅処理方法。
【請求項１２】
　プロセッサ及びメモリを備える基地局であって、
　前記プロセッサは、信号分解パラメータグループに対してパラメータ値の複数のグルー
プを設定し、パラメータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得するように構成され、
　前記プロセッサは、パラメータ値の各グループに対応する前記電力増幅効率における最
大電力増幅効率に対応するパラメータ値のグループを取得し、前記パラメータ値のグルー
プを前記メモリに格納するようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記最大電力増幅効率に対応する前記パラメータ値のグループを、
前記信号分解パラメータグループとして設定するようにさらに構成される、
　基地局。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、さらに、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行し、異なる電力を有する複数の入力信号をサンプリングし、
前記複数の入力信号の各々に対応する分解信号を取得し、前記複数の入力信号及び対応す
る分解信号を含む複数の信号グループを取得し、前記初期パラメータ値のグループに対応
する電力増幅効率を取得し、
　パターン検索アルゴリズムに従って、取得された前記複数の信号グループの少なくとも
１つにおいて分解信号を調整し、各調整に対して、調整後の前記複数の信号グループに従
って、前記信号分解パラメータグループのパラメータ値のグループを決定し、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに対応する電力増幅効率を取得する、
　請求項１２に記載の基地局。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、
　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サンプリングされた入力信号に
対応する瞬時電力増幅効率を取得し、
　前記プロセッサは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記サン
プリングされた入力信号に対応する瞬時電力増幅効率を別個に取得する、
　請求項１３に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、
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　前記信号分解パラメータグループに対して規定される初期パラメータ値のグループに基
づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号増幅処理のプロセスで用い
られる期間における平均電力増幅効率を取得し、
　前記プロセッサは、
　パラメータ値の決定された各グループに基づいて、信号増幅処理を別個に実行し、パラ
メータ値の各グループに基づいて、信号増幅処理を実行するプロセスにおいて、前記信号
増幅処理のプロセスで用いられる期間における平均電力増幅効率を別個に取得する、
　請求項１３に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、
　パラメータ値の各グループに基づいて実行された前記信号増幅処理の電力増幅電流及び
出力電力を取得し、前記電力増幅電流、前記出力電力、及び事前設定された電力増幅電圧
に従って、対応する電力増幅効率を決定する、請求項１２から１５のいずれか１項に記載
の基地局。
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